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1. 令和7年度国直轄事業の終了と
新たなステージ

 幌向地区自然再生事業：造成・保全の段階から『活用・継続』
の段階へ

 ワークショップ（矢部先生座長）の果たした役割に感謝
 今後は地域主導・ステークホルダー連携の時代へ

国直轄事業
「幌向地区自然再生事業」

地域主導
ステークホルダー

連携

令和６年
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2. 今後の目標

 ①希少湿地種を含む『種の保存』
 ②『湿地のワイズユース』

～教育・福祉・地域づくりとの連携～
 ③順応的管理による持続可能な利用と保全の両立
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3. ステークホルダー構成
（これまで関わったメンバー）
行政・公的機関 研究・教育機関

民間・NPO 技術コンサル

ほろむい
七草の会

矢部教授

（北海道緑興） ほか

空知総合振興局

江別河川事務所

（石狩川流域ネットワーク）

星置養護学校
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4. 『ほろむい七草の会』の
正式発足

 ・幌向自然再生ワークショップの解散を受け、
有志による新任意団体を設立

 ・矢部先生を会長に迎え、地域連携の旗印とする
 ・これまで非公式で使用してきた名称を公式化し、発信力を高める

国直轄事業
「幌向地区自然再

生事業」 令
和
６
年幌向自然再生

ワークショップ

地域主導
ステークホ
ルダー連携

ほろむい
七草の会
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5. 継続的に裏方的な役割を担うも
のが必要

 ・『ほろむい七草の会』の実働部隊
 ・札幌市環境プラザと連携した

『ミズゴケのじゅうたんプロジェクト』を推進
 ・教育・福祉との連携、環境啓発資料制作、

種苗育成の現場を支える実働チームの育成
（江別すずらん病院、星置養護学校、環境プラザなど）
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6. 持続可能な体制整備の提案

ほろむい 自然再生 ガイドブック

◇メンバー（案）
矢部名誉教授（札幌市立大学）
矢崎准教授（明治大学）
コンサル学会員
エコテック社員、ドーコン社員など

カナダのミズゴケ湿地再生事例を幌向の湿地再生に応用

外来種駆除フットパス

これまでの湿原再生
ミーティング実施状況

幌向小の環境学習支援

北海道湿地コン
ソーシアム部会
（日本湿地学会）
での実施を提案

年1回の評価報告会
（モニタリング成果共有）

外来種駆除・
ミズゴケ導入等の
実践連携

教材化・フットパス・多世代参加を
推進

石狩川流域ネットワークからの
情報発信
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7. おわりに

 地域が主役となる再生
地運営の支援役を果た
します。

 皆様のご協力をお願い
いたします。

再生で咲くカキツバタ
（背景は栗幌橋）
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